
　グローバル化した現代において、持続可能な社会
の実現が世界共通の課題となり、企業には、この課題
解決へ貢献するとともに、自らも成長を図ることが
求められるようになってきました。ESG（環境・社会・
ガバナンス）を重視する考え方や、国連が掲げる
SDGs（持続可能な開発目標）などが急速に広がって
いることが、それを物語っています。
　このような社会において、持続的に成長を果たすこ
とができるのは、どのような企業でしょうか？それは
「守るべきものを守り、変えるべきものを変えられる
企業」だと考えることができます。しかしながら、守る
べきものと変えるべきものを正しく見極めて対応する
ことは決して容易でなく、判断を誤ったときには企業

としての存続すら危ぶまれることもあります。近年多
発している企業のコンプライアンス問題も、こうした
ことを見誤った結果のひとつかもしれません。
　私たち山陽特殊製鋼グループは、1933年の創業
以来、「高品質の特殊鋼づくり」を通じて豊かな社会の
発展に貢献してきました。その当社グループにおいて
守るべき根幹は、経営理念「信頼の経営」です。企業
はステークホルダーの皆様からの信頼なくして存続す
ることはできません。「信頼の経営」の実践を通じて、
誠実・公正・透明な企業経営を推進し、ステークホル
ダーの皆様との信頼を積み重ねることが、当社グルー
プにとって将来にわたり守っていくべき価値観である
と考えています。

　一方、当社グループを取り巻く経営環境は、大きな
社会・産業構造の変化に直面しています。こうした
なか、当社は、2019年3月を目途に新日鐵住金株式
会社の連結子会社になるとともに、欧州の特殊鋼メー
カー Ovako社を当社の完全子会社とすることを予定
しています。これは、当社グループにとって歴史的な
転換点といえます。しかし、当社グループが30年後
50年後も「高信頼性鋼の山陽」のブランドに磨きをか
け、グローバル市場において持続的成長を遂げるた
めには、必要な変化であると確信しています。
　企業が持続的に成長するためには、もう一つ忘れて
はならない大切なことがあります。それは、社員が
いきいきと働いていることです。「信頼の経営」の
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守るべきものを守り、変えるべきものを変え、

持続的成長を目指す-

経営理念「信頼の経営」を実践し、
グローバル市場を生き抜く体制を整えます。
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実践も「高信頼性鋼の山陽」のブランド強化も、社員
全員が参加することで初めて成り立つものです。その
ためには、安全で健康的な職場であることはもちろ
ん、社員一人ひとりが働きがいのある仕事に日々取り
組むことができる会社でなければなりません。これに
ついても、社員とのコミュニケーションを通じて、より
良い会社づくりに邁進する所存です。

　当社グループは、これまでも、そしてこれからも、
ステークホルダーの皆様との信頼を積み重ねること
で、自らの持続的成長を図り、持続可能な社会の実現
に貢献し続けてまいります。


